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フィトラと調和の輪

関連リンク：魂の5つの地図 ,調和主義と諸伝統 ,調和の輪 ,ダルマ ,Logos .



イスラム教の教義である「フィトラ」——すべての人間が生まれながらに備えている原初的な性質——は、アブラハムの宗教の伝統において、哲学的に最も重要な人類学的主張の一つであると同時に、専門家の研究の場以外では最も理解されていない主張の一つでもある。 注意深く読み解けば、そこには「神の像（調和の輪 ）」が明示するのと同じ構造的真理が込められている。すなわち、人間は存在論的に現実の固有の秩序との調和に向かっているものであり、その「修養」とは外部からの形式を強要することではなく、あらかじめ存在するその指向性を歪める障害を取り除くことである。

キリスト教神学が「神の像（imago Dei）」を本質的な賜物として語るのに対し、イスラム神学は「フィトラ（fiṭra）」を本質的な指向性として語る。 その強調点は異なる。キリスト教の用語は、人間が「何であるか」を前面に押し出すのに対し、イスラム教の用語は、人間が「何に向かっているか」を前面に押し出す。両者は異なる角度から同じ構造的事実を名指している。そして両者は、ハーモニスト（調和論者）の主張と一致する。すなわち、人間の最も深層にある本質はすでに「Logos （神への帰依）」へと秩序づけられており、正しい生き方とは、この与えられた指向性の漸進的な実現である。


クルアーンの根拠

この教義の典型的な根拠は『ルーム章』（30:30）である：


فَأَقِمْ وَجْهَكَ لِلدِّينِ حَنِيفًا فِطْرَتَ اللَّهِ الَّتِي فَطَرَ النَّاسَ عَلَيْهَا لَا تَبْدِيلَ لِخَلْقِ اللَّهِ ذَٰلِكَ الدِّينُ الْقَيِّمُ




それゆえ、純粋な一神教徒として、その宗教に向きなさい。それは、神が人類を創造された際の神のフィトラ（天性）である。神の創造に改変の余地はない。それこそが正しい宗教である。



この節は並外れた哲学的意義を帯びている。「ハニフ」——ここでは「純粋な一神教徒」と訳されている——とは、特定の啓示宗教が与えられる以前の、唯一の真理に向けたイスラム以前の志向、すなわちアブラハムの姿勢を指す。「フィトラ・アッラー」とは、創造の際、神が人類に定めた原初的な構成である。 Lā tabdīla li-khalqi Allāh —「神の創造に変わりはない」— は、この原初的な構成が実存的に安定していることを断言している。それは覆い隠され、歪められ、上書きされることはあっても、破壊されることはない。Dhālika al-dīn al-qayyim —「それこそが正しい宗教である」— は、調和のとれた生き方を、すでに与えられていたものへの回帰と同一視している。

有名なハディースは、この人間観を補強している：


「すべての子供はフィトラ（天性の状態）のままで生まれる。その後、両親が彼をユダヤ教徒にしたり、キリスト教徒にしたり、ゾロアスター教徒にしたりする。」 「 すべての子供はフィトラのままで生まれる。 その後、両親によってユダヤ教徒、キリスト教徒、あるいはゾロアスター教徒にされるのである。*



この構造は極めて明快である。原初的な状態こそが、調和した状態である。子供に起こることは、特定の形への社会化であり、その中にはフィトラに近づくものもあれば、それを覆い隠すものもある。フィトラの回復とは、何か新しいものを獲得することではない。それは、常にそこにあったものへの回帰なのである。

これは構造的に、人間の最も深層にある本質はすでに「Logos （神への帰依）」へと向かっているという調和論者の主張と同一であり、修養とは、その原初的な指向が機能するのを妨げる障害――条件付け、トラウマ、歪み、誤った同一化――を段階的に取り除いていくことである。調和の道 （道）とは、この浄化の螺旋である。fiṭraとは、その「道」が帰着する先を指すイスラム教における名称である。



アル＝ガザーリーとナフス

アブー・ハミド・アル＝ガザーリー（1058–1111）は、イスラム倫理学において史上最も影響力のある著作である『イフヤー・ウルーム・アル＝ディーン』（『宗教科学の復興』）を著したが、彼はその人間論のすべてをfiṭraという基盤の上に築いた。 アル＝ガザーリーにとって、人間は本来、神に向けられた原初的な指向性を持っているが、それは下位の「ナフス」——欲望に駆られる自我——の支配や、世俗への執着による覆い隠しの作用によって、曇らされてしまっている。

修養の道（「タズキヤト・アル＝ナフス」、すなわち「自己の浄化」）とは、この「フィトラ」を段階的に明らかにしていく過程である。 それは、三つの大きな動きを通じて作用する。すなわち、タフリヤ（takhliya）——自己から障害となるもの（人を支配してしまった欲望）を排除すること——、タフリヤ（taḥliya）——自己を美徳（神の属性に反映する資質）で飾ること——、そしてタジュリヤ（tajliya）——フィトラの根源的な志向が人生のあらゆる領域で機能するようになるような、啓発（照明）である。

これがイスラーム用語における「伝統的な錬金術の順序を横断する 」である。「takhliya」は、ギリシャ語のkathársis、キリスト教のpurgatio、インドのvivekaに基づく出家、ケロ族のhuchaによる浄化に相当する。 タフリア（Taḥliya）とは、ギリシャ語のphōtismós、キリスト教のilluminatio、インドのbhāvaの修養、アンデス文化のsamiによる満たしである。タジュリヤ（Tajliya）とは、ギリシャ語のhénōsis、キリスト教のunio、インドのsamādhi、そしてアンデス文化における光の糸への開かれである。

アル＝ガザーリーによるこの順序のイスラム的規定は、イスラム教徒の実践者にとって多くの選択肢の一つに過ぎないものではない。それは、この伝統の最も深遠な倫理的・神秘的な文献に記された修養の順序である。他の地図との収束は、その特異性を損なうものではない。むしろ、なぜその規定が機能するのかを明らかにするものである。その領域は実在し、アル＝ガザーリーの地図は、これまでに描かれた中で最も精緻なものの一つである。



イブン・タイミーヤとフィトラの擁護

タキー・アル＝ディーン・イブン・タイミーヤ（1263–1328）は、アル＝ガザーリーとは全く異なる文体——より法学的で、より論争的な哲学的文体——で執筆し、その著書『ダル・タアールード・アル＝アクル・ワ・アル＝ナクル』 （『理性と啓示の対立の排除』）において、認識論的原理としてのフィトラに対する最も厳密な擁護の一つを提示した。彼の論拠はこうだ。フィトラの根本的な直観――すなわち、創造主が存在すること、創造主は唯一であること、人間には道徳的責任があること――は、思弁哲学を通じて導き出された結論ではなく、原初的な構成における与件である。 これらの与件に矛盾する思弁哲学は、フィトラを是正するものではなく、それを蝕むものである。

これは認識論的に重要な点である。イブン・タイミーヤは反理性的ではない。彼は、何が合理的とみなされるかについて、明確な主張をしているのである。フィトラに基づいて機能する理性こそが、理性が本来果たすべき役割である。 フィトラから切り離されて作用し、原初的な構成がすでに知っていることと矛盾する思弁的な構築物を生み出す理性は、理性が自らを濫用しているに過ぎない。

ハーモニストの『調和的認識論 』との類似性は明白である。調和的認識論は、現実の直接的経験——あるがままのものとの接触における意識の経験的働き——こそが認識論の第一の基盤であり、直接的経験と矛盾する思弁的な構築物は、是正ではなく腐敗であると主張する。 「フィトラ」とは、この認識論の人類学的基盤を表すイスラム教の用語である。現実とは、適切に機能する人間の構成を通じて自らを顕現するものであり、その修養とは、その適切な機能を回復することにある。



曇りとその原因

何が「フィトラ」を曇らせるのか。イスラムの伝統は、診断的な正確さをもっていくつかの原因を挙げている。

ガフラ（不注意）は、日常的な意識における基本的な曇りである。人は気が散り、些細なことに没頭し、重要な事柄に注意を向けていない。フィトラの方向性は依然としてそこにあるが、注意の領域は雑音で溢れかえっている。その診断は容赦なく、その治療法は直接的である。すなわち、ズィクル（神への念）であり、持続的な祈りを通じて注意を原初的な方向性へと戻すものである。

ハワー（Hawā）——主となる欲望——とは、欲求的なナフス（nafs）が主導権を握る状態を指す。その人が望むことが、フィトラが知ることを上回る。あらゆる伝統がこの失敗の様相を異なる名称で認識しているが、イスラムの語彙は、その具体的なメカニズム——すなわち、分別ある知性が評価すべきデータとしてではなく、権威あるものとして扱われる欲望——を正確に名指している。

ヒジャブ — ベール — とは、誤った信念、不適切な教育、破壊的な社会的条件付けによって課される構造的な覆いである。ハディースは、この直接的な加害者として親を特定している。すなわち、子供のフィトラは、周囲の文化が持つ特定の歪みによって覆い隠されてしまうのである。 その結果、どの世代も自らその浄化を行わなければならない。この覆いは遺産として受け継がれ、能動的な修養によってのみその連鎖を断ち切ることができる。

Shirk（シュルク）—— 神性を持たないものに神の属性を帰する行為——は、最も深層にある形而上学的な覆いを指す。 究極の関心が「絶対者」以外の何かに向けられるとき、フィトラの指向は偶像へと転向する。その偶像とは、富、地位、快楽、イデオロギー、他者、あるいは自己であるかもしれない。フィトラは「唯一者」に向けられていたが、シルクはその指向を複数の対象へと分裂させる。

これらの曇りにはそれぞれ、ハーモニストによる対応する診断がある。「ガフラ」は、「プレゼンスの輪」 が直接的に対処する状態であり、瞑想、プラナヤマ、内省的実践によって回復される注意力の散漫である。「ハワ」は、下位のチャクラが上位のセンターを支配している状態であり、錬金術的シーケンスの統合的作業を通じて是正される。「ヒジャブ」は、すべての実践者がヴィヴェーカ（識別力）を通じて解きほぐさなければならない条件付けの層である。 Shirkとは、究極ではないものに究極の関心を寄せることである。これは、ハーモニズムが現代社会の大部分において診断する文明的状態であり、そこでは消費、生産性、セレブリティ、そしてイデオロギー的アイデンティティが、本来ならfiṭra（フィトラ）に沿った関心が占めるべき構造的な位置を占めてしまっている。



イスラム用語における「輪」

「輪」に出会うイスラム教の実践者にとって、その対応関係は直感的に理解できるものである：

中心における「在り」とは、イスラムの伝統においてḥuḍūr（フドゥール）と呼ばれるもの――神と共に在る状態――であり、ṣalāh（礼拝）、dhikr（念誦）、そしてmurāqaba（心の動きへの注意深い内省）を通じて培われるものである。 預言者がイフサンについて述べた言葉——「あたかも神を見ているかのように神を崇拝せよ。もし神が見えなくとも、神はあなたを見ている」——は、まさに「在り」が持つ方向性を指し示している。その覆いが取れた状態にあるフィトラこそが、イフサンそのものである。

健康とは、イスラムの伝統において、身体をアマナ（信託）として捉えるという、確固たる関心事である。 預言者自身の健康に関する教え——ṭibb al-nabawī（預言者の医学）——は、食、断食（ṣawm）、清浄（ṭahāra）、身体の完全性に関するイスラムの規範と共に、身体は霊的生活にとって付随的なものではなく、その構成要素であるという調和主義的洞察を体現している。 ラマダンの断食は、正しく実践されれば、自制による離脱の修養力を体験する年一度の機会となる。

物質とは、イスラムの倫理・法的な観点から見た、māl（財産）、rizq（糧）、amāna（信託）、そしてḥalāl（合法的）な所得への関心を指す。 経済関係におけるリバ（高利貸し）とガラール（過度な不確実性／投機）の禁止は、搾取的な力学による物質的次元の腐敗を防ぐための、文明特有の防護策である。ザカート、すなわち義務付けられた慈善の施しは、その源泉を忘れた蓄積に対する、制度に組み込まれた是正措置である。

奉仕とは、イスラムにおけるʿamal ṣāliḥ（善行）という範疇であり、この世における信仰の積極的な表現である。 ディーン — しばしば「宗教」と訳されるが、より正確には「道」を意味する — は、単なる内面的な献身ではなく、被造物への奉仕を通じて神への奉仕を中心に据えた、人生全体の秩序である。イスラームの社会的教義 — 隣人への権利、孤児や未亡人への配慮、あらゆる取引におけるイフサーンの倫理 — は、イスラームの語彙を用いて「奉仕」の領域を明確に示している。

関係性とは、家族（ウスラ）、拡大家族（ラヒム）、友情（スフバ）、結婚（ニカーフ）、そして実践共同体（ウンマ）からなるイスラームの構造である。 イスラム教がラヒム（親族の絆、文字通り「胎内の絆」）を重視すること、そしてラヒムは神の玉座から吊り下げられているという預言者の言葉は、キリスト教の三位一体の伝統に匹敵するほど深遠な関係性の本体論を内包している。

学習とは、イスラームの伝統におけるʿilm（知識）への並外れた献身を指す。預言者に最初に啓示された言葉はiqra（「読め／唱えよ」）であった。「知識の探求はすべてのムスリムに義務である」という預言者の言葉は、イスラームの卓越した科学、哲学、法学、そして神秘主義の伝統を生み出した生涯にわたる学問の基盤となっている。 イスラームの概念において、学びは単なる選択科目ではなく、フィトラ（天性）の能動的な働きである。

自然は、イスラームにおけるアヤート（徴）という範疇である。被造界は、神が御自身を顕現される徴の書であり、自然への注意深い関わりは礼拝（イバーダ）の行為である。 「管理（khilāfa）——人類は被造物の受託者である」という預言者の教え、動物への倫理的な扱い、土地と水の保護は、自然倫理を体現している。この倫理が正しく回復されれば、現代の搾取的な国家において「イスラム的」と称されるものの多くを是正することになるだろう。

レクリエーションとは、イスラムにおけるfirāsha（遊び、休息）、美のmaʿrifa（認識）を通じたtaʿabbud（崇拝）、そしてẓāhir/bāṭin（外的な生活と内的な生活の調和）の様式への関心を指す。 イスラム教は、特定のキリスト教の伝統がそうであったような禁欲主義ではない。統合された生活には、喜びがその一側面として含まれている。

「輪」の八つの領域、すなわちfiṭra（フィトラ）の働きの八つの側面。 この対応関係は、非イスラム的な枠組みを無理やり押し付けたものではない。それは、「輪」が、イスラムの伝統が常に描き出してきたのと同じ領域を描き出しているという認識である――異なる語彙を用い、独自の神学的基盤を持ちながらも、明らかに同じ領域である。



イスラムの表現が調和主義に与えるもの

調和主義にとって、「フィトラ」の教義は、この体系に必要な鋭さをもたらすものである。 キリスト教の「イマゴ・デイ（神の像）」の伝統は、本質的な賜物――すなわち、創造によって人間が「何であるか」――を強調する。イスラムの「フィトラ」の伝統は、指向性の構造――すなわち、人間が「何に向かっているか」――を強調する。ハーモニズムは両方を包含している。すなわち、「輪」の中心（プレゼンス）を本質的なものとして、そして「輪」の領域を指向的なものとして捉えるのである。イスラムの表現は、この第二の次元を鋭く際立たせる。

その診断用語はとりわけ精確である。「ガフラ（Ghafla）」「ハワ（hawā）」「ヒジャブ（ḥijāb）」「シルク（shirk）」――これらはフィトラを歪める「曇り」であり、ハーモニズムもまた同様の現象を名指す。しかし、イスラムの伝統が数世紀にわたりこれらのメカニズムに分析的関心を注いできた結果、並外れた診断的鋭さを持つ文献群が生み出されたのである。 アル＝ガザーリーの『イフヤー』、スーフィズムの『リサーラト・アル＝クシャイリーヤ』、イブン・アル＝カイームの『マダリジュ・アル＝サーリキーン』（「求道者の段階」）――これらはいずれも、ハーモニズムの実践者なら誰でも読むことで恩恵を受けるであろう診断的資料を含んでいる。

また、人間学全体の基盤として「タウヒード」（究極の一性）を強調することは、アブラハムの宗教的文脈における「限定的な非二元論 （神の単一性）」の表現を提供し、キリスト教の三位一体論やヴェーダーンタの「ヴィシシュタドヴァイタ」を補完するものである。形而上学的な考察の全容については、関連記事『タウヒードと「唯一なるもの」の構造 』を参照されたい。

「フィトラ」と「輪」は実践において交わる。 イスラム教の実践者にとって、「輪」は異質な外来物ではなく、自らの伝統の最も深遠な教えが描く人生の、認識可能な地図である。ハーモニストの実践者にとって、「フィトラ」の教義は、「輪」が前提とする方向性構造の最も明確な形式化の一つである。この収束は現実のものであり、その具体的内容は依然として異なるが、両伝統は互いの出会いによって強化される。



関連項目：魂のスーフィズム的地図学 ,タウヒードと「唯一なるもの」の構造 ,宗教と調和主義 ,調和の輪 ,調和的認識論 .
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